
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（香川県　平成26年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

交付金 都道府
県費

市町
村費

その他

三豊市
(観音
寺市・
善通寺
市)

香川県
農業協
同組合

果樹
(柑橘)

【果
樹】(ブ
ランド
産品の
出荷割
合の増
加）

2.3% 8.3% 8.6% 11.4% 69.2% (実績)　平成
26年産の総出
荷量(規格外
品を除
く)4,269 ト
ンのうち、柑
橘のブランド
産品の出荷量
は367トン
(8.6％)で
あった。

(達成率の算
出方法)
達成率はJAの
出荷ﾃﾞｰﾀｰを
基に以下のと
おり算出し
た。
④=（③-
①)/(②-①)

①計画時比率
②目標年の比
率
③H26実績比
率
④目標達成率

(達成率)
69.2%=
（8.6%-2.3%)
÷(11.4%-
2.3%)）

果樹
(柑橘)

【果
樹】(契
約出荷
割合の
増加)

22.1% 39.7% 34.0% 37.1% 79.3% (実績)
平成26年産の
出荷量(規格外
品を除
く)4,269トン
のうち、市場
を通じて量販
店など実需者
を特定して、
1,452トン
（34.0％)を契
約出荷した。

(達成率の算出
方法)　　　達
成率はJAの出
荷ﾃﾞｰﾀｰを基に
以下のとおり
算出した。
④=（③-
①)/(②-①)

①計画時比率
②目標年の比
率
③H26実績比率
④目標達成率

(達成率)
79.3%=
(34.0%-22.1%)
÷(37.1%-
22.1%)

集出荷貯
蔵施設
（処理量
4,800ｔ/
年)
内訳
(非破壊式
選果機)
(ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘ
ﾃｨｼｽﾃﾑ)

203,362,358 96,839,000 0 0 106,523,358 平成25年9月10日 ・非破壊式選果機の機能強化によ
り選果精度が向上し、極早生や中
晩柑類の品種についてブランド産
品として出荷できることとなっ
た。また、これまで下位等級に格
付けしていた果実について、適正
評価できるようになり、ブランド
産品の出荷割合が増加した。
・さらに、温暖化で問題となって
いる生傷の検出装置やﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼ
ｽﾃﾑの整備により、果実傷み等のｸ
ﾚｰﾑが大幅に改善され、契約的取
引の割合が増加し、平成25年産は
目標値を上回った。
・平成26年度(最終年度)は、撰果
データに基づく高品質果実の生産
指導により、契約的取引の数量確
保とブランド産品の出荷割合の目
標達成に向け取り組んだ。
・しかしながら、26年度は記録的
降雨や日照不足などの天候不順の
影響により、果実の浮皮や腐敗が
発生し、契約的取引の基準を満た
す果実が減少し、契約出荷割合の
目標を達成することができなかっ
た。一方、ブランド産品の出荷割
合は、目標達成には至らなかった
が、優良品種への更新を計画的に
行ってきた経緯もあり、天候不順
の中において、25年産をやや上
回った。
・今後は栽培指導や販売活動の強
化の取組を図り、目標達成を目指
す。

　天候不順の影響によ
り目標の達成には至ら
なかったが、非破壊式
選果機の機能強化によ
り適正な果実評価が可
能となり、ブランド産
品や契約取引数量が、
計画時と比較して増加
していることから、一
定の効果が得られた。
　今後は、栽培指導や
販売活動の強化によ
り、目標達成が早期に
図られるよう、事業実
施主体に対して関係機
関と連携しながら指導
を行っていく。

74.2%
総合所
見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。
　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。
　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。
　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。
　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。
　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

成果目
標の具
体的な
内容①

２年
後

（平
成26
年）

２年
後

（平
成26
年）

計画
時

（平
成24
年）

負担区分（円）

３年
後
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成

年）

目標
値

（平
成26
年）

３年
後
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成

年）

（対象
作物・
畜種等
名）②

１年
後

（平
成25
年）

都道府県の評価

成果目標の具
体的な実績②

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率

目標
値

（平
成26
年）

成果目
標の具
体的な
内容②

達成率

事業実施後の状況②

事業実施主体の評価

１年
後

（平
成25
年）

都道府県
平均達成率

天候不順の影響により、成果目標を達成することが出来なかった。今後、目標達成が出来るよう関係機関と連携し、栽培管理の指導を強化する。

成果目標の具
体的な実績①

（対象
作物・
畜種等
名）①

市町村
名

事業実
施主体

名

事業実施後の状況① 特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

計画
時

（平
成24
年）


